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※「生徒評価」・「保護者評価」・「教職員評価」の項目は、それぞれアンケートで「そう思う・・４」「どちらかといえばそう思う・・３」「どちらかといえばそう思わない・・２」「そう思わない・・０」と回答した平均値（数値が高いほど肯定的回答）。

17 学校図書館が整備・活用されている

◇学校司書が、入荷した本を早々に配荷・紹介したり、季節ごとの飾り付けを行ったりするなど、利用しやすく、居心地のよい図書館作りがなされている。
◇各教科で調べ学習をする際には、学校司書が市立図書館から関連書籍を多数取り寄せるなど、授業と図書館が機能的に連携し、効果的な活用がなされてい
る。
◆学校図書館の学習センター機能を充実させるために、授業を図書館で行ったり、各教科教室に関連する書籍を並べたりするなど、効果的な図書館利用の手立
てを行う。ＩＣＴ機器と併用した情報収集や授業作りの工夫を意識する。

・ふるさと学習を中心に行っている総合的な学習の時間については、教科の授業進度にも影響が見られるため、授業時数や実施時期、内容について見直しを図っていく必要がある。
・教職員の勤務時間外労働も依然多く、学習指導要領の改訂やタブレット導入に伴う授業準備等により教職員の業務負担は大きくなっている。教職員の働き方改革や部活動の地域移行について、家庭や地域に対して目的や内容
を積極的に情報発信するとともに、学校行事などの教育課程の編成について積極的に業務改善を行っていく必要がある。
・学校事務の負担軽減を目的に、来年度より出雲市教育委員会で一斉導入される欠席連絡システムについて保護者へ確実に周知する。また、欠席生徒への授業等の連絡については、連絡時間や方法を教職員で共通理解を図っ
ていく必要がある。
・学校評価アンケートの内容（項目）については、学習指導要領や教育委員会の施策、本校の課題等に基づいてアンケート項目を再点検し、生徒や保護者にとって回答しやすい項目となるように改善していく必要がある。
・教職員の業務改善の面から、学校評価アンケートについては、学校メールのアンケート機能等の活用を検討していく必要がある。

・保護者送迎は佐田駐在所付近で待つことになっているが、校門を出てすぐ左の道路（岩崎歯科へつながる道）に車を停めている保護者を見かけます。そこまで道路が広くないのでやめてもらいたいです。➡　保護者へ送迎につい
ての文書をあらためて配布するととともに、生徒へ送迎場所について再度確認しました。今後も継続的に周知を行っていきます。
・街灯が少なく、バス停までの道が怖いと話しています。もう少し街灯を増やすようにならないものでしょうか。➡　防犯灯設置要望について、関係各所と今後検討していきます。
・いつも丁寧に対応していただきありがとうございます。
・今度佐田の教育は、小学校を含めた教育になります。制服についてですが、ブレザーという選択肢はなかったのでしょうか。➡　市内の状況や小学校の統合等を踏まえ、制服の変更については今後検討していきます。
・学校へ伺うたびに、いろいろな先生から子どもの様子を話してくださりとても嬉しいです。良くしてくださって日々感謝しています。
・ホームページを見ると学校の様子などが分かり助かっています。見るのが楽しみになっています。
・ＰＴＡの学級役員の投票用紙は保護者の名前ではなく、生徒の名前を記載してほしい。体育祭や文化祭を平日に開催してほしい。➡　投票用紙については生徒名で記載します。来年度の体育祭と文化祭については平日開催とし
ます。（長時間の勤務時間外労働が課題となっている教職員の働き方改革を進めるため、昨年末に島根県と市町村の教育委員会教育長から学校行事の平日開催について保護者や地域に協力を求める声明が発表されました。）

・全体的に概ね良い評価が出ており、生徒・保護者・教職員それぞれに佐田中に対して好印象であると感じます。学習状況については、「読書が好きですか」の質問に対して肯定的な回答が少ない状況ですが、学力として読解力は
必要ですので、本と接することで楽しめる時間を持てるとよいと思います。自分の疑問や分からないことを、まず自分で調べてみたり、興味を持って向かい合ってみたりできる姿勢が身につくと良いと思います。
・多くの生徒が地域の活動に参加し、学習活動の成果を発信しており、地域からの信頼を得ていると強く感じています。授業の様子を見ると、先生と生徒がとても良い雰囲気で授業が進められており、良い関係性が築かれていると感
じています。
・ごっとこいまつりでのボランティア活動など、地域の活動に積極的に参加してもらい、生徒の皆さんには地域の一員として頑張ってもらいました。ふるさと教育にも熱心に取り組み、中学生らしい発想は素晴らしいと思います。学校林
の間伐作業やベンチ製作など、佐田中らしい活動もあり、生徒も先生も熱心であると感じています。
・全体的に良い結果が出ている思いますが、もっと地域と学校間の連携が必要なのではないかと感じています。
・制服規定の見直しについては対応が早く良かったと思います。ふるさと教育については、生徒・先生への負担が大きくなっていることについて、地域の方からも考えるべき時がきているのを感じます。
・人権集会ではＬＧＢＴＱの講演会を開催され、生徒はグループ討議などを通して理解を深められたと思います。このことを家族に話していただければ地域全体の人権意識の高揚につながると思います。ふるさと学習「佐田町につい
て考えよう」は、内容が画一化の感があります。日常生活など身近なことについて、中学生の感性をもって提案されれば現実的な成果があるのかもしれません。
・ふるさと教育を充実させていくのも大切ですが、生徒と先生の負担軽減を図り、基礎学力向上のための時間を確保するために見直していくことは必要だと思います。教職員の勤務時間の適正化にもつなげ、健全な状態での指導を
望みます。学校図書館はとても充実していますので、読書の中で生まれる想像力を生きる力にしてほしいと願います。
・生徒一人一人に対して先生方が熱心に指導されていることが伺えます。働き方改革など、学校現場は大変な状況であると思いますが、今後ともよろしくお願いします。
・生徒の皆さんは、よく頑張って勉学や部活動に励んでいるので素晴らしいと思います。保護者の意見に「道路が狭い」「バス停までの道が暗い」などの意見が出ています。地元自治会よりバス停までの道路の拡張を要望する予定で
す。ＰＴＡでも要望を出されてはどうでしょうか。
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14
部活動は生徒や保護者の実態にあわせ適
切に運営されている

◇出雲市部活動ガイドラインに沿った部活動運営ができている。
◆コロナ禍で中止や縮小されていた大会等が元に戻るなどの負担感があった。出雲市部活動ガイドラインや部活動経営方針を保護者や地域へ引き続き周知し、
適切な部活動運営を行う。

15
勤務時間の適正化を推進する取組がなされ
ている

◇勤務時間外労働も減少傾向にあり、教職員の年休の取得率も上昇している。
◇定期テスト前には５時間授業を実施し、個別の生徒指導や学習指導のために放課後の時間を有効活用している。
◇高速印刷機の導入など、ＩＣＴ機器の整備を積極的に進めたことで、業務改善につながっている。
◆今年度よりＰＴＡ総会を平日開催としたが、来年度以降も土・日に開催している学校行事については平日での開催を進める。
◆授業時数の確保に努めるとともに、個別の生徒指導や学習指導等の時間を確保するために計画的に５時間授業を行う。また、冬季の下校時間（部活動終了時
間）の見直しを検討する。

16 教育環境や備品は整備されている

◇事務主任を中心に計画的に教材教具等を購入し、学校校務員が校内環境の整備を計画的に行った。また、安全面を考慮し、老朽化している備品や設備は積
極的に廃棄処分を行った。
◇各教室や職員室の整理整頓や配置転換によって、授業や業務を効率的に行えるようになっている。
◆除草作業等の校庭の環境整備について、計画的に行えるように時期や方法を検討する。
◆危機管理の面から、１年生教室と英語教室の配置転換について検討する。
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11 地域や保護者に情報発信を行っている

◇ホームページへのアクセス数は、年間約8,000件となっており、多くの方に閲覧していただいている。
◇ホームページは、画像や動画を中心に生徒の活動の様子を分かりやすく伝えている。
◇佐田中便りは、学習活動の内容や様子を詳しく伝えるとともに、生徒の振り返りや感想を数多く掲載するようにしている。
◆ホームページや佐田中便りは、生徒や保護者、地域のニーズに応じたものとなるように内容を充実する。

12 保護者への連絡をこまめに行っている
◇欠席生徒への連絡などをきちんと行っている。
◇文書配布に合せ、学校メールを活用し、保護者への連絡を確実に行っている。

13
熱意を持って佐田中生徒の教育にあたって
いる

◇生徒からの肯定的な評価も多く、教職員は熱意を持って教育にあたっている。
◇今年度は学習活動を公開する機会を増やし、またホームページや佐田中便りの内容を充実したこともあり、保護者からの肯定的評価が増えている。
◆授業や学校行事について、保護者や地域へ公開する機会をさらに増やすとともに、公開する方法や時期、内容については検討する。

8 キャリア教育を推進している
◇職業調べ、職場訪問、上級学校調べ、上級学校説明会、職場体験学習などを通して、生徒が自分の将来について考えることができた。
◇地域の大人と交流する機会が増え（緑の少年団活動を含む総合的な学習の時間、カタリバ、ボランティア活動など）、生徒がこれからの自分の生き方について考
えることができた。
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9 ふるさと教育を推進している

◇３年間を見通して、一貫性のある取り組みを行うことができている。
◇地域の「ひと・もの・こと」に触れたり、考えたりする教育活動を通して、ふるさとへの関心や愛着が高まる活動が行われている。
◆内容が充実している反面、一つ一つの学習のボリュームが大きく、生徒・教員への負担、授業時数への影響も大きくなっている（特に３年生）。内容の精選や実
施時期について検討が必要である。

10
生徒が地域の一員として活動する機会を
作っている

◇ごっとこいまつり、ハロウィンパーティー、ボランティアはがきなど、多くの生徒が地域の活動に参加した。（地域や行政機関との連携が行えている。）
◇「総合的な学習の時間」の中で、多くの地域の方に協力していただくことができた。このような活動を通して、生徒は地域への感謝や愛着を持ち、地域の活動へ
より積極的に参加しようとする意欲が高まっている。
◆「９ふるさと教育」と同じ改善策
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5
（「見通し・振り返り」を取り入れた）分かりや
すい授業に努めている

◇授業の始めに「めあて」を提示したり、授業構成シートの活用をしたりし、見通しを持った授業に努めている。
◇多くの教科でＩＣＴの活用が積極的に進められている。
◆それぞれの教員がどのような方法で、課題設定や振り返りなどをしているのかを共有しあう機会を持ち授業改善に役立てる。

6
言語活動（発表・話し合い）を取り入れた授
業を行っている

◇各教科でペアやグループなど学習形態を工夫しながら、学び合いの機会を多く取り入れている。
◇パワーポイントなどの発表用ツールを用いながらプレゼンテーションを行う機会を設けている。
◆様々な教育活動の中で自分の考えをまとめ、相手意識を持ちながら、分かりやすく伝える力を育てる工夫をする。

7
家庭学習や基礎・基本の定着のための取組
みを行っている

◇家庭学習の定着や基礎基本の定着のため、朝テストや自学ノートを活用した取組が全校で行われている。
◇授業内容に繋がる家庭学習となるよう、宿題や課題を工夫している。
◆家庭学習にタブレットを用いた課題を与えたり、タブレットドリルやデジタル教科書を用いた課題を取り入れたりする。
◆自学ノートの質の改善が必要である。取り組み方やその内容について個に応じた丁寧な指導を行う。

3
ルールやマナーについて、教育活動全般を
通して指導している

◇基本的なルールは守られており、授業の開始時間を守ったり学習に適した服装で過ごしたりすることができている。
◆挨拶・返事・言葉遣い等のマナーを身につける場面を企画し、修学旅行や職場体験学習などの学習に絡めて実施する。
◆先手挨拶を実践できるよう、生徒指導部や生徒会から目に見える形で働きかけを行う。

4
「いじめ」の早期発見と未然防止に努めてい
る

◇だんだんタイムやらんらんタイム等を通じてコミュニケーション力の育成や集団づくりを進め、未然防止に努めている。
◇保護者の方や生徒の悩みや相談を話しやすい関係づくりができており、いじめなどの早期発見や未然防止につながっている。
◆生徒同士の好ましい接し方や関わり方について生徒会で集会等を開き、生徒が自分自身の行動を振り返る機会をつくる。

　　　　令和５年度 出雲市立佐田中学校 学校評価　　　（■は昨年度比０．３P以上上昇、■は０．３P以上下降した項目）
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1
生徒一人一人の人権を保障した教育活動を
実践している

◇生活アンケートや学期ごとの教育相談を通して、生徒一人一人を大切にした支援や指導ができている。
◇制服規定の見直し、ＬＧＢＴＱの講演会、文化祭後に実施されたカタリバなど、生徒一人一人を大切にする教育実践を行うことができた。
◆一人一人の生徒に寄り添い、人権・同和教育の理念を基底に据えた教育活動の一層の推進を図る。

2
生徒理解に努め、個に応じた支援を行って
いる

◇支援が必要な生徒に対して、組織で対応し必要に応じてＳＳＷと連携したり、ＳＣとの相談や通級指導等につなげることができている。
◇全校生徒を全職員で支え、育てるという意識で指導にあたることができている。
◆不登校支援充実のため、関係機関との連携をさらに強めることや不登校への対応に関する研修を実施する。


